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那須支部　人見　勇（有限会社岩崎電設）

雄大な那須野が原の大地に勇

壮とそびえる那須連山を背に太陽光パネルが

設置されています。那須塩原市（明治の森）

に隣接して設置されています。平成25年に２

メガの出力で施工され現在発電中です。山よ

り高く発電しているかな・・・

ひとことメモ

ホームページでも、こちらの機関誌をご覧いただけます。http://www.totiden.jp/
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。皆様、平成26年新春を健やかにお迎え
できたこと心よりお慶び申し上げます。
　日頃より栃木県電気工事業工業組合の事業運営にご理解、ご協力を賜り、厚
く御礼を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、経済情勢はアベノミクス効果で緩やかな景気回復

や、富士山世界遺産登録、2020年東京オリンピック開催が決定されるなど明るいニュースが多く
あったかのように感じます。組合においては、神奈川県で電気工事業全国大会が開催され、組合員
ならびに関係団体の皆様のご協力ご支援により盛大に無事に終える事が出来ました。また、地域に
密着した組合として各市・町との防災協定締結も進み、改めて御礼申し上げます。
　さて、今年は消費税率引き上げ決定、ＴＰＰ交渉、電力システム改革等、様々な分野での動向が
気になるところでございます。
　我々電気工事業界において、今後の電力供給については国の政策の中にある再生可能エネルギー
導入があり環境問題等をふまえた対策、エネルギーの生産・流通・消費と時代の変遷をしっかりと
見据え、電気の安定供給を担う業界として、皆様が安全安心して電気を使用して頂けるよう、電気
保安の確保・施工品質の向上を大義とし、技術集団として、情報の共有・更なる技術向上に取組
み、次世代を担う技術者の育成と事業の取り組みをはかって参りたいと存じます。
　少しでも皆様のお役に立ちたいという観点から、組合員と共に切磋琢磨し一生懸命尽くす覚悟で
ございます。新年を迎え、また新な決意をもって組合事業に取組んで参りたいと存じます。
　皆様の温かいご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げ、また皆様のご健勝をご祈念申し上げ、
新年の挨拶にかえさせていただきます。

栃木県電気工事業工業組合

　　理事長　市　川　　　明

　新年明けましておめでとうございます。

　平成26年の年頭にあたり、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

　栃木県電気工事業工業組合におかれましては、日頃から一般電気工作物の調

査業務や法定講習会を実施され、保安の確保や技術の向上に積極的に取り組まれていることに対

し、深く敬意を表します。また、昨年４月から、電気工事士の免状交付事務を受託いただき、その

御労苦に対し、御礼申し上げます。

　東日本大震災以降、原子力発電所の稼働停止による節電、省エネ意識の高まりや太陽光発電に代

表される再生可能エネルギー導入の進展等、電気工事業界を取り巻く環境が大きく変化しておりま

す。省エネ機器や太陽光パネルの設置工事等、関係者の皆様方の果たす役割は益々大きくなってき

ていると考えております。

　県といたしましても、貴組合と一層の連携を図りながら、法令遵守の徹底や保安の確保に努めて

まいりますので、改めて御理解と御協力をお願い申し上げます。

　結びに、貴組合の更なる御発展と会員の皆様方の御健勝を心より祈念いたしまして、新年の御挨

拶と致します。

栃木県産業労働観光部工業振興課
　　課　長　中　里　文　計

新年のごあいさつ
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　中央会の運営に関しましては、日頃より格別なるご支援ご協力を賜り厚く御
礼を申し上げます。

　我が国経済は、アベノミクス効果により円安・株高が進行し、企業の業績改善や個人消費の持ち
直しが見られ、景気回復基調にあると報じられています。
　しかしながら、県内の組合や中小企業者からは、円安の影響による資材、燃料の高騰などコスト高の
影響から、景気回復の実感が乏しいとの声も聞かれます。この４月には消費税率引き上げが予定されて
おり、消費の低下や駆け込み需要の反動などから、厳しい経営環境になることが懸念されています。
　貴組合には、国が進める電力供給の安定化を図るための省エネルギー・再生可能エネルギーと
いった施策に的確に対応していくとともに、引き続き、地域における電気設備の安全・安心を守っ
ていくことが求められています。組合の下に組合員の皆様の力を結集し、一丸となって尽力される
よう期待しております。
　中央会といたしましても、組合連携組織の専門支援機関として、多様で活力ある中小企業の振興
と地域経済発展のために取り組んで参る所存でありますので、引き続き、皆様方のご理解とご協力
をお願い申し上げます。
　結びに、貴組合の益々のご発展と組合員の皆様方のご活躍を心よりご祈念申し上げまして、新年
のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ

栃木県中小企業団体中央会
　　会　長　瓦　井　利　宗

　新年明けましておめでとうございます。
　栃木県電気工事業工業組合の皆さまにおかれましては、ご家族共々お健やか
に新年を迎えられたことと心からお喜び申し上げます。

　貴組合の皆さまには、日頃より竣工調査、太陽光連系確認業務など電気安全確保に多大なご尽力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、平成23年３月11日に発生した東日本大震災以降、委託費の削減、窓口閉店や営業時間の短
縮など、多大なるご迷惑をおかけいたしましたことをお詫び申し上げます。
　弊社は、新たな総合特別事業計画を策定させていただきました。新しい東京電力として生まれ変
わるためにも、良きパートナーとしてお力添えをお願い申し上げます。
　また弊社はホームページにおいて、ライフスタイルに合った電気料金メニューや、省エネアドバ
イスを確認できる「でんき家計簿」をスタート致しました。
　今後とも、貴組合のご支援を賜りながら、お客さまに寄り添ったサービスの提供を行って参りた
いと考えておりますので、よろしくお願い致します。
　結びに、貴組合の益々のご発展と皆さまのご健勝を心からご祈念申し上げまして、新年のご挨拶
とさせていただきます。

東京電力㈱栃木支店
　　支店長　川　島　雅　仁
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新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。
　栃木県電気工事業工業組合の皆様には、ご家族共々ご健勝にて新年をお迎え
られたことと、心からお慶び申し上げます。

　貴組合の皆様には、旧年中は当組合員の各企業がお世話になりましたこと、誠に厚く御礼申し上
げます。
　さて、旧年中の我が国経済は欧州の財政問題や中国の経済停滞の影響が懸念されるものの、米国
経済の回復基調と相まって、円安進行による本邦輸出企業を中心とした株価上昇や政府のいわゆる
「アベノミクス」効果による企業収益の回復など明るい兆しが見え始めております。私共の業界と
しましても、新エネルギー分野（太陽光発電・LED照明等）などの成長ビジネスに注力し、今後と
も貴組合の皆様のご支援を賜りながら積極的に取り組んでまいりたいと存じますので、よろしくお
願い申し上げます。
　新春を迎え、貴組合の益々のご発展と、皆様のご健勝を心からご祈念申し上げまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。

北関東電設資材卸業協同組合
　　理事長　藤　井　昌　一

　新年明けましておめでとうございます。

　栃木県電気工事業工業組合の皆さまには、ご家族共々ご健勝にて新年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

　貴組合の皆さまには、平素より当協会の事業運営につきまして日頃からご支援とご協力を頂き、

深く感謝申し上げます。

　電気保安法人の使命として、お客さまに電気を安全にそして安心してお使いいただくために、不

具合箇所の改修はもとより、電気事故の未然防止に向けた設備改善や高効率の機器への更新など、

貴組合の皆さまと共にお客さまサービスに努めてまいりますので、本年も引き続きご支援ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

　貴組合の益々の発展と皆さまのご健勝を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき

ます。

（一財）関東電気保安協会  栃木事業本部
　　　事業本部長　和　気　光　市
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新年のごあいさつ

　栃木県電気工事業工業組合の皆様におかれましては、豊かな事業を目指し、

健康で安全に従事されることを願いながら、お健やかに新春を迎えられたこと

とお慶びいたします。

　また皆様には、平素から当協会の事業運営、活動にご支援ご協力を頂き、おかげをもちまして大

過無く過ごすことが出来ましたことを厚く御礼申しあげます。

　さて、昨年は、スポーツ界において東京オリンピック招致も決まり、そして多くのアスリートが

好成績を残す明るいニュースをはじめ、ファミリーレストランの売上高が前年比で数パーセント

増、新設住宅着工戸数もパーセント増等にみられる経済界における好調の様相がうかがえました。

　しかし、今春４月からは既に消費税８パーセントが決定されており、さらなる努力を要求される年

となることから、同じ電気の専門家として、貴組合の皆様と共に手を携え、新エネルギーへの技術力

向上や電気事故防止に全力で努めて参りたいと考えておりますので、宜しくお願い申しあげます。

　末筆ながら貴組合の皆様の益々の発展とご健勝を祈念申しあげまして新年の挨拶とさせていただ

きます。

（公社）東京電気管理技術者協会  栃木支部
　　　　　 　　支部長　對比地　勇　次
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第567号

　平成26年１月14日（火）ホテルニューイタヤにて、移
動理事会および、新春賀詞交歓会が開催されました。
　東京電力株式会社はじめ栃木県工業振興課、中央
会、全日本電気工事業工業組合連合会、公益社団法人
全関東電気工事協会他、関係諸団体からご来賓の皆様
をお迎えし、当組合役員、青年部に出席を頂きました。
　津田副理事長より開会の辞が述べられ、理事長の挨
拶につづいて来賓の方々よりご挨拶を頂きました。一
部ではありますが、ご紹介させて頂きます。

◆栃木県工業振興課課長　中里文計様より
　電気を取り巻く環境は東日本大震災以降、色々と変化しており県と致しま
しても水力発電等の新たな再生可能エネルギーの開発に取り組んでおり、昨
年１～６月の工場立地動向調査によると、県内における工場立地面積は121
ヘクタールございました。そのうち113ヘクタールと９割がメガソーラ設置
されております。また、住宅の太陽光発電の普及が４年間で３倍に増えてい
るような状況です。

　話は変わりますが、昨年12月18日栃木県議会におきまして、地元のお酒で乾杯を推進する条例が
設置、１月１日から施行となりました。県内は美味しい日本酒、地ビール、ワイン、カクテルがご
ざいます。栃木県はビール麦の生産が日本一となっており、大手メーカーのビールには多かれ少な
かれ、栃木県の麦が入っています。このような場で皆様には地元のお酒で乾杯をして下さいますよ
うお願い致します。PRを兼ねてのお話をさせて頂きました。

◆東京電力株式会社栃木支店長　川島雅仁様より
　東日本大震災以降、私ども東京電力は社会の皆様に多大ご迷惑をおかけし
ております。
　昨年末に新たな総合特別事業計画を策定し国へ申請致しました。国と東電
の棲み分けがはっきりし、新たな東京電力の道筋が少し明確になってくるも
のかと思われます。恐縮ですが、私ども東京電力が新しい東京電力として生
まれ変われるためにも、引き続きパートナーとしてお力添えを頂ければと

思っております。
　お客様向けの電気契約について新しいメニューを４つほど出させて頂きました。私どものHPの
中に『でんき家計簿』を設けております。登録で少し面倒だとご指摘も頂いておりますが、毎月の
料金使用状況や同じ既約の方がどのくらいの電気をお使い頂いているのかなどが、わかるような
ページとなっております。お客様のライフスタイルにあった料金メニューにて、省エネの確認や、
アドバイスができるサービスになっておりますので、ご参照いただければと思います。

平成26年　新春賀詞交歓会開催

◆中小企業団体中央会専務理事　藤生様より
　４月からは消費税率が８％に引き上げられることから中小企業、小規模企
業にとってはこれをいかに乗り切るかがポイントとなってきます。我々、中
央会は昨年５月には消費税転嫁対策窓口を設置するとともに、組合を対象と
した特別講習会を開催し、専門家による相談会を実施しております。専門家
を組合に派遣することも可能ですので、なにかございましたら中央会をご利
用いただければと思います。

　東日本大震災等の影響で改めて国民の生活・企業の存続について、電力の安定供給が重要かを思
い知らされました。これまで貴組合活動を通じて、地域における電気設備の安全安心の位置づけに
大きく貢献され、また、震災後に防災協定を県市町と締結され、貴組合や業界には防災対策や省エ
ネへの取組については地域社会からは大きな期待がされております。

◆全日本電気工事業工業組合連合会 　常任理事・事務局長　五十畑様より
　昨年６月総会で発送電気反対決議をしたわけでございますが、昨年末に電
気事業法が改正されました。今後も状況をみて方策を見直す、時期を見直す
とあり電力システム改革を２・３と段階を踏んで政策されるようですので、
全日電工連として、皆様のご理解を頂きながら、国会行政に働きかけをして
参ります。また、国土交通省に分離発注はもちろんのこと分割発注の促進を
しております。

　今年度は第１回の全国技能競技大会を11月29日に実施開催致します。経済産業省、国土交通省はも
ちちんのこと、文部科学省の応援を頂けるよう推進しております。これは是非我々の業界に入ってく
る若者を増やしたいとの願いから、各都道府県の教育委員会、また市町村の教育委員会へと工業高校
等にご覧いただければと活動を行っております。２月の臨時総会で選手募集、課題の公表等をお知ら
せ致しますので、是非、栃木県からも選手・役員を送り込んで頂ければと思います。組合員満足度第
一として運営していきたいと思っております。

◆公益社団法人全関東電気工事協会　常務理事・事務局長　近藤聡様より
　昨年は横浜にて関東主管での第30回全国大会が終えました事を組合員の皆
様のおかげだと厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。
　今まで東京電力関連グループ等で行っていた事業、廃止や契変の移動作業
が昨年より競争入札にて、群馬・埼玉・東京で対象となった17支社の内、11
支社を受託することになりました。12月21日より業務をスタートしておりま
す。東電との長年のパートナーとして電気の保安や安定供給の一役を担って

いくのではないかと思っておりますので、入札の参加についてご検討をお願いします。
　２月13日に全関の技術競技大会を実施します。東電の社長賞も復活しますので是非優勝を目指し
て頂ければと思います。

　挨拶を頂戴した後、来賓の方々の紹介が行われ、北関東電
設資材卸業協同組合理事長　藤井昌一様より乾杯のご発声を
頂き祝宴に入りました。
　宴会は和やかな賑わいの中ご歓談され、盛会のうちに亀和
田副理事長の閉会の挨拶により散会。遠路よりご出席頂きま
した来賓の皆様には感謝申しあげ、ご支援ご鞭撻の程、宜し
くお願い致します。皆様にとりまして飛躍の年となりますよ
う心からお祈り申し上げます。
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第30回電気工事業全国大会in横浜News

　開催が関東圏とあり、１都８県の電気工事（業）工業組合の協力で実施。公益社団法人全関東電気
協会役員ならびに青年部、また、各工組の組合員よりご支援を頂きながら準備を進め、当日は事務
局員もスタッフとしての応援へ。
　当日は、全国から組合員・青年部・来賓と合わせ1,853名が参加。組合員ならびに各電材メーカー
の皆様方のご理解ご支援があったからこそ、盛大に無事終える事ができました。当組合からは役員
26名、青年部10名にて参加。

　また、意見交換会は基調講演と連携した会として実施。都道府県別にテーマが決められており、並
びに参加数が制限されていたことから、当組合からは役員２名、青年部より５名にて参加しました。

開 催 日 平成25年11月14日（木）

基調講演

主 催 全日本電気工事業工業組合連合会 主 管 関東電気工事会

開催場所 パシフィコ横浜国立大ホール（基調講演、大会式典）
ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル（意見交換会、昼食、交流会）

大
会
テ
ー
マ

ひろがれ　つながれ　地域の「絆」‼【メインテーマ】

【サブテーマ】
安全と安心で　地域社会に貢献！　環境とエネルギーの調和を目指した明日へ！
若い力と情熱で　伸ばそう伸びよう次世代へ！

代表の方より、両テーマともに積極的に取り組まなくてはならないテーマであり、新たな需要がある中で、
新しい技術・知識を身につける必要があること、施工･販売･製造と各業者の連系、情報共有が大切であるこ
と。また、今後この様な問題に対処するためには、全国の電気工事業者が一丸となって対処していくことを
確信したと、宣誓されました。

演題：「電力システム改革による新しいビジネス展望」
講師：国立大学法人　東京工業大学　特命教授　柏　木　孝　夫 氏

意見交換会・発表会テーマ ◆再生可能エネルギーとしての太陽光発電
◆省エネルギーについて

　全日本電気工事業工業組合連合会会長表彰には、当組合から２
名が受賞されました。
　戸塚電工株式会社　　戸　塚　　守 様（足利支部）
　八木沢電設株式会社　八木澤　　久 様（日光支部）　
　今表彰の推薦基準は、組合役員就任期間が満たされている方で
あり功績顕著な方。お二方には当組合事業の運営に多大なるご尽
力とご協力を頂いており、推薦させて頂きました。
　また、参加型イベント（『あなたが選ぶフォト・キャラ』）が
実施され、当組合はキャラの部でマスコットキャラクター“ぴか
でん”を応募。なんと！！！金賞・最優秀賞に選ばれました。

下野奨学会に寄付News

　第32回栃木県電設業界親睦チャリティゴルフ大会にて
参加者の皆様より頂きました寄付金について、平成25年
12月10日市川理事長と本部事務局員にて下野新聞社を訪
問し、公益財団法人下野奨学会へ寄付しました。
（12月11日下野新聞記載あり）

　大会後の交流会は、毎年この全国大会
で顔を合わせる仲間、また初めて会う方
と、大勢の他都道府県電工組の皆様と、
様々な情報交換の場として、美味しい食
事と夜景を楽しみながら、有意義に過ご
されました。
　今年は東京都の両国国技館（予定）に

て第１回電気工事技能競技全国大会が開催となります。
　電気工事技術者の資質ならびに技術水準の向上を通じ、お客
様満足度と安全・安心に電気をお届けする為の電気保安確保を
目的としており、内線工事が競技内容となっています。
　平成26年11月29日（土）開催予定で、一般の方々にも来場して
頂けるよう、主催である全日本電気工事業工業組合連合会にて
調整中です。
　また、来年は山口県の宇部市渡辺翁記念会館＆文化会館に
て、平成27年11月12日（木）の開催予定です。

投票ご支援下さりました皆様
ありがとうございます。

これからも栃木県電気工事業工業組合
を宜しくお願いします。

10 とちぎNo.011



第30回電気工事業全国大会in横浜News

　開催が関東圏とあり、１都８県の電気工事（業）工業組合の協力で実施。公益社団法人全関東電気
協会役員ならびに青年部、また、各工組の組合員よりご支援を頂きながら準備を進め、当日は事務
局員もスタッフとしての応援へ。
　当日は、全国から組合員・青年部・来賓と合わせ1,853名が参加。組合員ならびに各電材メーカー
の皆様方のご理解ご支援があったからこそ、盛大に無事終える事ができました。当組合からは役員
26名、青年部10名にて参加。

　また、意見交換会は基調講演と連携した会として実施。都道府県別にテーマが決められており、並
びに参加数が制限されていたことから、当組合からは役員２名、青年部より５名にて参加しました。

開 催 日 平成25年11月14日（木）

基調講演

主 催 全日本電気工事業工業組合連合会 主 管 関東電気工事会

開催場所 パシフィコ横浜国立大ホール（基調講演、大会式典）
ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル（意見交換会、昼食、交流会）

大
会
テ
ー
マ

ひろがれ　つながれ　地域の「絆」‼【メインテーマ】

【サブテーマ】
安全と安心で　地域社会に貢献！　環境とエネルギーの調和を目指した明日へ！
若い力と情熱で　伸ばそう伸びよう次世代へ！

代表の方より、両テーマともに積極的に取り組まなくてはならないテーマであり、新たな需要がある中で、
新しい技術・知識を身につける必要があること、施工･販売･製造と各業者の連系、情報共有が大切であるこ
と。また、今後この様な問題に対処するためには、全国の電気工事業者が一丸となって対処していくことを
確信したと、宣誓されました。

演題：「電力システム改革による新しいビジネス展望」
講師：国立大学法人　東京工業大学　特命教授　柏　木　孝　夫 氏

意見交換会・発表会テーマ ◆再生可能エネルギーとしての太陽光発電
◆省エネルギーについて

　全日本電気工事業工業組合連合会会長表彰には、当組合から２
名が受賞されました。
　戸塚電工株式会社　　戸　塚　　守 様（足利支部）
　八木沢電設株式会社　八木澤　　久 様（日光支部）　
　今表彰の推薦基準は、組合役員就任期間が満たされている方で
あり功績顕著な方。お二方には当組合事業の運営に多大なるご尽
力とご協力を頂いており、推薦させて頂きました。
　また、参加型イベント（『あなたが選ぶフォト・キャラ』）が
実施され、当組合はキャラの部でマスコットキャラクター“ぴか
でん”を応募。なんと！！！金賞・最優秀賞に選ばれました。

下野奨学会に寄付News

　第32回栃木県電設業界親睦チャリティゴルフ大会にて
参加者の皆様より頂きました寄付金について、平成25年
12月10日市川理事長と本部事務局員にて下野新聞社を訪
問し、公益財団法人下野奨学会へ寄付しました。
（12月11日下野新聞記載あり）

　大会後の交流会は、毎年この全国大会
で顔を合わせる仲間、また初めて会う方
と、大勢の他都道府県電工組の皆様と、
様々な情報交換の場として、美味しい食
事と夜景を楽しみながら、有意義に過ご
されました。
　今年は東京都の両国国技館（予定）に

て第１回電気工事技能競技全国大会が開催となります。
　電気工事技術者の資質ならびに技術水準の向上を通じ、お客
様満足度と安全・安心に電気をお届けする為の電気保安確保を
目的としており、内線工事が競技内容となっています。
　平成26年11月29日（土）開催予定で、一般の方々にも来場して
頂けるよう、主催である全日本電気工事業工業組合連合会にて
調整中です。
　また、来年は山口県の宇部市渡辺翁記念会館＆文化会館に
て、平成27年11月12日（木）の開催予定です。

投票ご支援下さりました皆様
ありがとうございます。

これからも栃木県電気工事業工業組合
を宜しくお願いします。

とちぎNo.011 11



災害時における電気設備の復旧等に関する協定書締結News

　近年は栃木県内においても、東日本大震災をはじめ、竜巻、落雷等の災害が発生し、身をもって
自然災害の恐ろしさを実感させられます。
　当組合として、防災意識を高揚し、万が一の時には県内全域の組合員一同で、県民の皆様が電気
を安全に安心して使用して頂けるよう、電気の保安確保に努めたいと存じます。
　平成25年11月、高根沢町・さくら市・宇都宮市・上三川町・下野市と災害時における電気設備の
復旧等に関する協定書締結を致しました。締結式には市長、町長をはじめ担当部課の方々、当組合
の管轄地域の支部長をはじめ支部役員の方にも出席頂きました。
　現在、栃木県をはじめ７市・３町と締結しており、今後も更なる地域に密着した組合として、安
心安全を第一に考え、引き続き各市町との締結を推進していきます。

支部だより

　氏家支部では２年に１度研修旅行を開催しております。
　今年度は開催年となり、平成25年11月９日（土）組合員ご
家族ともに参加下さり実施することができました。
　当日は浅草寺にお参りをし、仲見世など楽しみながら、
買い物をして昔ながらの浅草散策後、高さ634m世界一のタ
ワー東京スカイツリーへと向かいました。タワー内は一般
のお客さんと団体のお客さんで大混雑の中エレベーター
へ、第１展望台、第２展望台へと昇りました。

　お天気にも恵まれ、展望台から望む景色は、さすが世界一のスカイツリーだと皆がその偉
大さを感じていました。
　限られた見学時間内の中で、観光、写真撮影、お土産を買ったりして、大きな袋を持って
バスの中へ戻られる方も。帰りのバスの中ではビンゴゲームをして大はしゃぎ、日頃の仕事
の疲れを忘れ大満足の日でした。次回の研修旅行を約束して家路へと戻りました。

氏家支部 東京スカイツリーと浅草散策

次号の支部だよりは
鹿沼・小山支部
となります

11月19日高根沢町（加藤公博町長） 11月20日さくら市（人見健次市長） 11月27日宇都宮市（佐藤栄一市長）

11月28日上三川町（星野光利町長）11月28日下野市（広瀬寿雄市長）

講 習 会 だ よ り
平成26年度　講習会

第一種電気工事士 定期講習について

平成26年度　第一種電気工事士定期講習

第 2 種電気工事士
受験準備講習会

高 圧 ケ ー ブ ル

実技 ７/５㊏・12㊏・13㊐・19㊏・20㊐

３月中旬

日　　程 申込締切 試験日

10/21㊋・22㊌

８/23㊏・30㊏
９/６㊏・13㊏・20㊏・27㊏・28㊐ ７月中旬 10/５㊐

６/１㊐

６月中旬 ７/26㊏・27㊐
上期

11/８㊏・15㊏・22㊏

総合文化センター
電気工業会館
総合文化センター
電気工業会館
総合文化センター
電気工業会館
総合文化センター
電気工業会館
総合文化センター
電気工業会館
電気工業会館

４月10日（木）
５月27日（火）
６月未定
７月27日（日）・29日（火）
８月未定
９月２日（火）・９日（火）
11月未定
12月未定
１月未定
２月未定
３月未定

１回
１回
１回
２回
２回
２回
１回
１回
１回
１回
２回

10月下旬 12/７㊐

ー ー

第１種電気工事士
受験準備講習会

学科

４/12㊏・19㊏・26㊏
５/10㊏・17㊏・24㊏学科

実技

　第一種電気工事士定期講習について、制度が平成25年度より変更になりました。登録が必
要です。未登録の皆様、必ず登録下さるようお願い致します。
　※定期講習は電気工事士法により受講が義務づけられております。

申込先：一般財団法人電気工事技術講習センター　　FAX：03-3435-0828

月　　日

免状番号 都道府県　第　　　号

※ご記入頂いた個人情報は第一種電気工事士定期講習のみ使用し、他の目的には使用いたしません。

〒　　    - （TEL　　　-        -        ）
（日中ご連絡がとれる番号をご記入ください。）

交付年月日

最終受講履歴

昭和・平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

現 住 所

氏　　名
フリガナ

場　　所開催回数

栃木県開催　　　全15回
内：電工組　　　　９回
　　日本電気協会　６回

講習会申込時期が近くなりましたら、ホームページに詳しい案内を掲載します。
URLはhttp://www.totiden.jp/info.html

注意事項：講習日ならびに場所については変更になる場合があります。

注意事項：講習日ならびに場所については変更になる場合があります。

栃木県電気組合
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栃木県電気組合
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だより青 年 部

　平成25年11月14日（木）に第30回全国大会が横浜で
行われ、青年部からも阿部会長含め10名での参加に
なりました。前日の13日の夕方から、全国電気工事
業青年部のブロック交流会が行われ、各ブロック発
表、意見交換が行われました。
　テーブル席はくじ引きで決まり、全国の青年部員
との交流ができ、各組合の活動、仕事などの様々な
情報交換ができました。
　本大会では、東京工業大学特命教授の柏木氏によ
る「電力システム改革による新しいビジネス展望」
をテーマにした基調講演が行われ、これから先、電気を安定供給するには、まだ原発が必要であるとと
もに、次世代エネルギーなどの問題点、全体のエネルギー構造を低酸素化型へ変革する必要性など、電
気に関わる自分達にはとても貴重なお話でした。

第30回電気工事業全国大会　横浜大会

　平成25年11月23日（土）に宮城県名取市にある閖上（ゆりあ
げ）地区において、当組合青年部から阿部、粟田、細川、小
太刀、柳田、古舘、小林、佐藤、花山の９名、栃木Vネットか
ら２名、その他15名計30名弱での復興作業を行いました。
　排水路の側溝を開け、中の泥砂を掘り出し、そこに住んで
いた住民の持ち物などを人の手だけで丁寧に捜索しました。
その中から思い出の断片や御骨なども見つかり、後日警察に
届けるそうです。今回出向いた、閖上地区はまだ41名の行方
不明者がいるそうで、まだ捜索の手が入っていない広大な場
所でした。復興へ向けて土地区画事業が開始されれば、閖上
地区の土地は約３ｍの盛り土によって埋め立てられ、一切の

捜索が不可能になってしまうそうです。

第2回復興支援ボランティア　宮城県名取市

行　事
●平成25年12月５日（木）

●平成26年１月９日（木）

●平成26年１月29日（水）

●平成26年２月７日（金）～８日（土）

●平成26年２月８日（土）

第４回代表幹事会〈宇都宮市生涯学習センター〉

第５回代表幹事会〈宇都宮市南市民活動センター〉

中央会　４団体賀詞交歓会〈ホテルニューイタヤ〉

中央会　関東甲信越静ブロック代表者会議〈ホテルニューイタヤ〉

関東電気工事青年部連合会賀詞交歓会〈築地電気工事会館〉
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新明電材は、
　　電設資材の総合商社です。
栃木県・埼玉県・東京都・山梨・神奈川県・千葉県・群馬県
茨城県・長野県に63拠点の強力なネットワーク

新明電材 【宇 都 宮 営業所】 住所： 栃木県宇都宮市鶴田町966-3               TEL : 028-649-2021
〃　  【東宇都宮営業所】 住所： 栃木県宇都宮市鐺山町2043                TEL : 028-670-0151
   〃　  【矢      板営業所】住所： 栃木県矢板市鹿島町3-31                      TEL : 0287-40-0377
〃　  【栃     木営業所】 住所：栃木県栃木市大平町大字下皆川2021-1 TEL : 0282-45-1461
〃　  【館　　林営業所】 住所：群馬県館林市上赤生田町4140-1          TEL : 0276-70-7511
〃　  【古　　河営業所】 住所：茨城県古河市常盤町 16-23           TEL : 0280-31-3933
〃　  【下　　館営業所】 住所：茨城県筑西市小川 1529 - 2       TEL : 0296-26-7511

電設資材のベストパートナー

〒331-0811 さいたま市北区吉野町 2-272-8
TEL048-667-5555 FAX048-653-8659
URL http://www.shinmei-denzai.co.jp/

●栃木県外営業所●
神奈川県
千 葉 県
群 馬 県

茨 城 県

長 野 県

埼玉県

東京都

山梨県

※大　　宮
※草　　加
※鴻　　巣
※深　　谷
※越　　谷
※板　　橋
※足　　立
※甲　　府

※埼玉電設
※幸　　手
※春 日 部
※富 士 見
※特　　販
※練　　馬
※城　　東

※熊　　谷
※坂　　戸
※東 松 山
※所 　 沢
※埼玉住設
※瑞　　穂
※府　　中

※川　　越
※新　　座
※浦 　 和
※秩　　父

※立　　川

※川　　口
※三 　 郷
※狭　　山
※飯　　能

※小　　平

※ 相 模 原
※ 　 柏 　
※ 前 　 橋
※ 藤 　 岡
※ 群馬電設
※ 水　　戸
※ 石　　岡
※ 佐 　 久

※横　　浜
※松　　戸
※桐　　生
※渋　　川
※新 前 橋
※土 　 浦
※龍 ケ 崎
※上　　田

※船　　橋
※高　　崎
※太　　田
※群馬住設
※日　　立
※常 　 総

※伊 勢 崎

※神　　栖

●栃木県周辺営業所●
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